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Ⅰ 作成の趣旨 

  本資料は、平成 25 年 3 月に策定し、平成 27 年度で計画期間が終了した東三河振興ビ

ジョン【主要プロジェクト推進プラン】～広域観光の推進～ に掲げられている目標の達

成状況及び同プランの結果を東三河ビジョン協議会でとりまとめ、点検・公表するため

にまとめたものです。

Ⅱ 目標の達成状況

  東三河振興ビジョン【主要プロジェクト推進プラン】～広域観光の推進～ に掲げる  

3 つの目標の達成状況は、次表のとおりです。

項目 数値目標 計画当初 達成状況

目標 1 
観光客入込数の増加

22,000 千人

(平成 27 年) 
20,985 千人

(平成 22 年) 
23,211 千人

(平成 27 年)
目標 2 
宿泊者数の増加 

2,000 千人

(平成 27 年) 
1,706 千人

(平成 21 年) 
1,999 千人

(平成 27 年) 
目標 3 
観光ボランティアガイド数の増加

180 人

(平成 28 年 1 月) 
155 人

(平成 24 年 6 月) 
158 人

(平成 28 年 1 月) 

1 観光客入込数

○ 観光客入込数については、平成 22 年から約 100 万人増加させ、平成 27 年には 2,200
万人とすることを目標としていました。

○ 平成 25 年は「B-1 グランプリ in 豊川」が開催され、58 万人が来場したことで、目標

を上回る 2,222 万人の入込を達成しましたが、単年度のイベントであったこともあり、

平成 26 年は、平年並みの 2,115 万人にとどまりました。

〇 平成 27 年は、道の駅「もっくる新城」のオープン、道の駅｢豊根グリーンポート宮嶋｣

のリニューアルオープン等により 206 万人増加し、目標を達成しました。

〇 平成 28 年 2 月 13 日に新東名愛知県区間が開通したことで、現東名を含め、渋滞が緩

和し、観光客はこれまでよりも短時間で快適に東三河を訪れることが可能となったこと

から、観光客入込数は、今後さらに増加すると見込まれます。
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2 宿泊者数

○ 宿泊者数については、平成 21 年から約 30 万人増加させ、平成 27 年には 200 万人と

することを目標としていました。

○ 平成 27 年の宿泊者数は、199 万 9 千人となり、目標を概ね達成しました。

○ 計画期間中、外国人宿泊者が急激に増加したことが、最大の増加要因となっています。

平成 24 年の 8 万人から平成 27 年は 31 万 6 千人と、3 年間で 4 倍近い伸びとなりまし

た。日本人宿泊者も増加してはいるものの、平成 24 年から平成 27 年にかけての 3 年間

で 3%の増にとどまっています。

〇 東三河地域は主要な観光地のゴールデンルート上に位置していることから、特に、豊

橋市、豊川市、蒲郡市の外国人宿泊者数が大幅に伸びています。

3 観光ボランティアガイド数

○ 観光ボランティアガイド数については、平成 24 年 6 月時点から約 16%増加させ、平

成 28 年 1 月には 180 人とすることを目標としていました。

○ 平成 28年 1月の観光ボランティアガイド数は、158 人となり、平成 24年 6月から 1.9 %

増加しましたが、ピークとなった平成 27 年より減少し、目標達成には至りませんでし

た。

〇 担い手の高齢化等により、活動を休止したり、引退された方が多かったことによると

考えられますが、一方で、平成 28 年 4 月には新城市において「設楽原ボランティアガ

イドの会」（会員数 19 名）が新たに発足するなど、新たな動きも見られます。
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Ⅲ 広域観光のさらなる推進に向けて 

上述したとおり、平成 24 年度推進プラン「広域観光の推進」の数値目標のうち、東三

河地域の観光客入込数と宿泊者数については目標を概ね達成しましたが、観光ボラン

ティアガイドの数については、前年よりも減少し、目標達成できない結果となりました。

Ⅱで分析した結果と、東三河ビジョン協議会における取組状況を振り返ると、今後の

広域観光の推進に向けて、次の課題が浮かんできます。

① 観光客数の増加を収益に結び付ける取組

観光の拠点となる道の駅等施設への来場者や、外国人宿泊者数は確実に増加してい

るので、これらの客がどこで何をしているのか、東三河で何がしたいのかなどの情報

を把握し、滞在時間の増加、他のスポットへの誘導、客単価の適切な設定及び向上、

リピーター増加等に向けた取組を検討する必要がある。

② 観光客をおもてなしするマンパワーやインフラの不足への対応

現地での観光客のおもてなしについては、観光ボランティアガイドをはじめ、様々

な取組が活発に展開されているが、団塊の世代の方達を中心としたシニア世代への依

存が高いため、マンパワーの確保が次第に困難になると予想される。今後は、観光案

内所や道の駅などにおける案内業務の充実、学生など若い世代の参加に向けた働きか

けなどに取り組んでいく必要がある。また、道路、駐車場、トイレ、Wi-Fi 設備等、

観光客が利用するインフラも不足しがちであり、既存のインフラの有効活用も含め、

対応を考える必要がある。

新東名の開通を契機として、東三河地域への日帰り圏域の拡大をはじめ、インバウン

ドの増加など、入込客、宿泊者が増加していくことが見込まれます。こうした人たちの

中から、着実にリピーターを増やし、安定した観光客数を確保していくためには、サー

ビスの質に着目し、サービスの向上を客単価の上昇に結び付ける取組を根幹に据えて、

新たなプランの策定を進める必要があります。

平成 28 年度に策定する新たな主要プロジェクト推進プランでは、新東名愛知県区間の

開通効果を活用する観点を加えながら、「広域観光の推進」のさらなる重点化を図り、

東三河の知名度・好感度の向上、交流人口の拡大等につなげていきます。

Ⅳ 主な取組の状況 

〇 別添主要プロジェクト推進プラン「広域観光の推進」取組一覧のとおり。





1 広域観光エリアとしての魅力の向上

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

県・田原市
伊良湖公園施設
整備費

自然公園内の伊良湖休暇村公園施設におい
て、全国初となる、砂丘とオアシス（湧水）の再生
をテーマとした公園整備。平成29年度完成をめ
ざす。

整備開始
10/24  一部のエリアを供用開始。
10/25～10/26 リニューアルイベント開
催 来場者1400人

【整備中】
9/12～11/8 全国都市緑化あいちフェア
のサテライト会場として、期間中7300人
が来場。
9/27  「アウトドアフェスタ」開催 800人が
来場

豊橋市
穂の国とよはし芸
術劇場「プラット」
開館

芸術文化の拠点施設として整備。東三河市民に
広く利用されている。

H25.4.30に開館。
来館者数：186,792人（H25.4.30～
H26.3.31現在）

来館者数： 191,694人（H26.4.1～
H27.3.31現在）

来館者数： 221,274人（H27.4.1～
H28.3.31現在）

田原市
蔵王山展望台等
活性化計画策定
業務

三河湾を一望できる蔵王山展望台の魅力を高
めるためリニューアル。

基本計画、実施設計を平成25年度に策
定。

H26.10  リニューアルオープン。
「田原市をめぐる多様なツアーの拠点施
設」「再生可能エネルギーのシンボル施
設」という2つの統一したテーマのもとに
再構築。

来場者数：５３，１５０人

来場者数：１８９，５８２人

新城市、
設楽町、
東栄町及
び豊根村

「地域おこし協力
隊」制度の活用

地域おこし協力隊による地域資源（人、物）の発
掘や、人的ネットワークの構築。
情報発信や商品開発による農業振興・観光振興
のほか、都市部大学との域学連携、廃校を活用
した事業提案等に従事。

設楽町で１名、東栄町で２名、豊根村で
１名採用。地域情報収集と発信に従事。

新城市で３名、設楽町で３名、東栄町で
５名、豊根村で２名採用。地域情報収集
と発信に従事。

新城市で４名、設楽町で２名、東栄町で
５名、豊根村で３名採用。地域情報収集
と発信に従事。

設楽町
商工会

ＳＴＴ４８プロジェク
ト制度の活用

3町村（設楽町・東栄町・豊根村）の４つの商工会
（設楽町商工会・津具商工会・東栄町商工会・豊
根村商工会）が一体となり、奥三河地域のお特
産品、観光商品を開発

活動内容は中日新聞やテレビなど各メ
ディアに取り上げられ地域のPRとなって
いる。

観光施設などでの販売を強化。
観光施設などでの販売を強化。

蒲郡市
みかわde
オンパク
実行委員
会

オンパク事業

三河地方の祭りや郷土料理、自然などを体験す
るイベント。平成24年度までは「オンパクin蒲郡」
として開催していたイベントが、平成25年度から
は開催地域を三河全域に広げ、広域的な事業と
して展開。

開催期間：H25.10.5（土）～11.10（日）
参加者数：7,509人

・開催期間：H26.10.1(水)～11.9(日)
・参加者数：8,557 人
プログラム主催者として「GOGO 三河湾
協議会」も加わり、エリアが拡大。

・開催期間：H27.10.3～12.27
・参加者数：7,376人
・95の体験プログラム

奥三河観
光協議会

たぁ～んと体感奥
三河

奥三河の各地で開催されている体感イベントの
紹介。PRを行う。

１３９プランを紹介
奥三河観光協議会ホームページ「キラッ
と奥三河観光ナビ」への掲載開始

ラインナップしているプランの商品化（着
地型旅行商品）の可能性について、２８
年度に奥三河ＤＭＯ事業の中で、精査、
磨き上げをしていくことを決定した。ホー
ムページ上のアクセス数は、毎月約１１
０件程度の実績。

あいちトリ
エンナーレ
実行委員
会

モバイル・トリエン
ナーレの開催

あいちトリエンナーレ2013において、主要会場だ
けでなく県内各地域で参加アーティストの巡回展
示を行うことにより、より多くの人々に現代アート
に触れてもらうことができた。

■豊橋市開催
開催会場：穂の国とよはし芸術劇場プ
ラット、開催期間：H25.8.23(金) ～
25(日)、来場者数：2,232 人
■東栄町開催
開催会場：旧東部小学校開催期間：
H25.9.27(金) ～29(日)来場者数：372 人

― ―

東三河広
域経済連
合会

自動車ブランディ
ング化プロジェクト

自動車企業を核として、東三河の観光地、宿泊
地をネットワークした広域産業観光モデルコース
を作成。製造ラインの見学、流通整備ラインの見
学などのモニターツアーを検討。

検討

自動車産業のPR と三河港の観光拠点
としての活用を合わせ、初となる三河港
自動車産業観光ツアーを実施。三河港
に集積する自動車産業に着目し企画。
・開催日：平成26 年11 月24 日(月・祝)

―

愛知県東
三河広域
観光協議
会

産業観光への取
組み

新たな産業観光事業の可能性に取り組むべく、
産業界の動向に合わせて、全国有数の自動車
輸出入港湾である三河港を背景にした誘致誘客
の可能性を検討。

―

メルセデスベンツＶＰＣ新設に伴い、三
河港振興事務局によるモニター助成制
度の「宿泊加算」参加宿泊施設の選定
協力。毎月開催されるオーナー向けＶＰ
Ｃ視察ツアー参加者への東三河観光資
料提供。民間旅行業者（ＪＴＢ・ＫＮＴ）に
よる募集バスツアーへの企画協力。

三河港振興事務局によるモニター助成
制度の「日帰り観光クーポン」参加施設
の選定協力。毎月開催されるオーナー
向けＶＰＣ視察ツアー参加者への東三
河観光資料提供。民間旅行業者（ＫＮ
Ｔ）による募集バスツアーへの企画協
力。フォルクスワーゲン豊橋本社視察ツ
アーへの東三河観光資料提供。

（１）多様な地域資源の磨き上げ

取組内容・成果
取組概要実施主体 取組の名称
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平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

東三河広
域経済連
合会

健康な地域社会
創造プロジェクト

40代～60代の余裕ある女性層をターゲットに同
志社大学米井嘉一教授監修による、身体と心を
リフレッシュし、日々の忙しさから脱出し、元気で
はつらつとした自分に原点回帰するモニターツ
アーを検討。

検討

ラグーナテンボスにおいて、「健康
『Design』探求の旅2014
～know why & know how～」を開催。ア
ンチエイジングドック
等の17 のプログラムを実施。ヘルスケ
ア分野における新産業
創出の展開を支援。
・開催期間：平成26 年10 月9 日(木)～
10 月12 日(日)

―

豊根村
豊根村観光交流
アクションプラン策
定

○ 2020 年までに観光交流人口100 万人を目指
した「豊根村観光交流アクションプラン」を策定。
村の閑散期を無くし、観光客の滞在時間を長く
するためのプランを取り入れ、具体的な方法な
どを検討。

― 平成26 年12 月策定。 【観光交流人口】72万3千人

豊川市
豊川市観光基本
計画策定

Ｂ－１グランプリの開催によって全国的に広がっ
た豊川市の知名度や豊川いなり寿司などの認
知度の[向上を図りながら、観光によるまちづくり
を軸とした新たな交流の拡大を目指して計画策
定をすることとしました。

― 平成２７年３月策定。
計画期間の初年度（32年度まで）の取り
組みを実施。

豊橋市・蒲
郡市・新城
市・田原市

東三河各地での
ジオツアー・企画
展・シンポジウム
等の展開

東三河各地で特色あるジオツアーを展開。ジオ
ツアーを通じて、東三河の豊かな自然や優れた
文化遺産にふれ、東三河ジオパーク構想の普
及・啓発活動を推進。

【ジオツアー】
豊橋市 2回
蒲郡市 1回
新城市 3回
東栄町 1回

【シンポジウム・ワークショップ】
豊橋市 2回

【企画展】
豊橋市 2回
蒲郡市 1回

【ジオツアー】
豊橋市  4回
蒲郡市  2回
新城市  3回

【シンポジウム・ワークショップ】
豊橋市 1回
新城市 1回

【企画展】
豊橋市 1回
新城市 2回
田原市 1回

【ジオツアー】
愛知県  1回
蒲郡市  2回
新城市  3回

【シンポジウム・ワークショップ】
愛知県 1回

【企画展】
新城市 1回

【ジオガイド養成講座】
豊橋市 6回

実施主体 取組の名称 取組概要
取組内容・成果
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平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

豊橋観光
コンベン
ション協会

　東三河の「食」
がきらり！ご当地
グルメ再発見モニ
ターツアー事業

名古屋駅発着の、東三河ご当地グルメと体験型
の日帰りモニターツアーを実施し、尾張地域の
人々に東三河地域の観光ＰＲにつながった。
“奥三河の特産品「猪肉（ジビエ）料理」体験と花
祭り・志多ら太鼓の観賞”を始め蒲郡の「みかん
狩り」、豊橋の特産品「次郎柿狩り」体験や、田
原市の「キャベツ狩り」など５つのツアーを実施。

・参加者数：計303名 ― ―

奥三河観
光協議会

奥三河味のお辺
路めぐり

奥三河の飲食店八十八ヶ所をめぐってご朱印を
集めて商品をもらう企画をスタート。

実施期間：平成25年10月1日（火）～ 平
成28年9月30日（金）
利用者数：604

【開催中】
利用者数：807

【開催中】
利用者数：854（結願者8名）

奥三河観
光協議会

お得にいかまい
奥三河パスポート

奥三河の観光施設・飲食店で割引を受けたりや
プレゼントがもらえるパスポートを発行。

味のお辺路めぐりの終了「26年9月30
日」後の経済効果の上がる企画商品の
造成の検討を始める。

2万部を26年12月に作成。27年3月まで
に1万5千部新東名各SAやもっくる観光
案内所で配布済。

実施期間：平成28年1月16日～ 平成29
年12月26日
参加施設・店舗：45ヵ所
利用者数：集計不可能だが、各施設前
年120%ｒ程度の入込。

西尾市観
光協会

三河湾国定公園
指定５５周年記念
「ＧＯ ＧＯ！三河
湾」

“バス・船で巡る三河湾一周の旅（日帰り）春の
花畑コース～伊良湖岬巡り～”を始め４つのツ
アーを実施。
　・事業協力：西尾市・蒲郡市・田原市・南知多町

―
実施期間：平成26年8月29日～ 平成27
年3月24日
来場者数：1,990人

実施期間：平成27年10月18日～ 平成
28年11月8日
来場者数：730人

新城ラリー開催支援

平成25年9月22日（日）に金山総合駅に
おいてＰＲイベント開催。「秋ぴあ」
（70,000部発行）や、「名古屋クオリティ」
（50,000部発行）にＰＲ記事を掲載。特集
ページの抜き刷り10,000部をＰＲイベント
や「道の駅」などで配布（新城市では、
全戸回覧）。テレビやラジオ、コンビニで
のポスター掲示など県の広報媒体を活
用し、ラリーの情報発信を実施。メディア
で大きく報道されることで、観戦者の裾
野拡大や奥三河の魅力発信につながっ
た。

平成26年8月24日（日）のザザシティ浜
松（静岡県浜松市）を始め各地で開催
（計６回）。大会ＰＲパンフレット（20,000
部発行）における見どころ及び観光ス
ポット情報の発信や、「秋ぴあ」（70,000
部発行）などでＰＲを行うとともに、ラジ
オや県の広報媒体を活用したラリーの
情報を発信。また、大会会場での花男
子ステージ及びチェンソーアートの実
演・ブース出展などを実施し、幅広い層
を対象に、観戦者の裾野拡大や奥三河
の魅力を発信。

平成27年9月12日（土）に豊田スタジア
ムにおける名古屋グランパスホーム
ゲームイベントでPRイベントを開催。大
会ＰＲパンフレット（20,000部発行）にお
ける見どころ及び観光スポット情報の発
信や、「秋ぴあ」、「大人の名古屋」、「ぴ
あ×starcat」などでＰＲを行うとともに、Ｔ
Ｖやラジオ、県の広報媒体を活用したラ
リーの情報を発信。また、地下鉄名古屋
駅を始め3か所に設置されているデジタ
ルサイネージ（電子看板）でPR映像を放
映。さらに、大会会場での花男子ステー
ジ及び愛知の魅力をＰＲするブース出
展などを実施し、幅広い層を対象に、観
戦者の裾野拡大や奥三河の魅力を発
信。

新規トレイルランニング大会の立ち上げ
コース案の作成など、新規トレイルラン
ニング大会の立ちあげを支援。

茶臼山高原（豊根村）から湯谷温泉（新
城市）までを走るトレイルランニングの
大会を開催を決定。奥三河パワートレイ
ルの立ち上げを行うとともに、練習会な
どを実施。さらに、県の広報媒体を活用
した大会の情報発信も実施。
・開催期間：平成27年4月11日（土）～4
月12日（日）

○「第１回奥三河パワートレイル」では、
エイドステーションにおいて、ランナーに
地域特産品を提供するとともに、上位入
賞者へ東栄町のチェンソーアートで作成
したコノハズクのトロフィーを贈呈。
○フィニッシュ会場で開催された「トレラ
ンEXPO」では、チェンソーアートの実演
や花祭の実演などを実施するとともに
ブースを出展し、東三河地域の観光案
内や、奥三河の特産品を販売。
○平成28年４月に開催された第２回大
会に向けて、テレビ番組やYoutubeなど
広報媒体を活用した大会のＰＲを行うと
ともに、上位入賞者へ贈呈する東栄町
のチェンソーアートによるトロフィーや、
奥三河の木材を使用した完走メダルを
作成。

ええじゃな
いか豊橋
サイクル
フェスティ
バル実行
員会

　スポーツイベント
による地域活性
化

○　豊橋市神野埠頭で「第1回ええじゃないか豊
橋サイクルフェスティバル」を開催。関東圏はじ
め地域内外から多くの参加者や観戦者が訪れ
た。

・開催期間：平成26年3月15日(土)、16
日(日)
・来場者数：約2,500人(3月15日/800人、
3月16日/1,700人)

のんほいパーク（豊橋市）で「第２回ええ
じゃないか豊橋サイクルフェスティバル」
を開催。関東圏はじめ、地域内外から
多くの参加者や観戦者が来訪。
・開催期間：平成27年3月1(日)
・来場者数：約1,800人

のんほいパーク（豊橋市）で「第３回ええ
じゃないか豊橋サイクルフェスティバル
のんほいキッズバイクフェス」を開催。関
東圏はじめ、地域内外から多くの参加
者や観戦者が来訪。
・開催期間：平成28年3月6(日)
・来場者数：約  3,100 人

新城市 新城ラリーの開催

○　第10回記念大会として県営新城総合公園に
会場を移して開催した。本年度から愛知県によ
る支援が得られ、これまで以上に効果的な事前
ＰＲ活動が行われた結果、日本全国から過去最
高の観戦者が来場し、新城市をはじめとする周
辺自治体の知名度の向上、及び経済効果が図
られた。

・開催期間：平成25年10月25日（金）～
27日（日）
・来場者数：約42,000人

○　日本全国から過去最高の観戦者が
来場し、新城総合公園にて開催。新城
市をはじめとする周辺自治体の知名度
の向上及び経済効果を発揮。
・来場者数：約48,000人

　平成25年度から県が開催を支援。メイ
ン会場を県営新城総合公園とし、愛知
県知事が大会名誉会長を務める。
　・主　催：モンテカルロオートスポーツク
ラブ
　・開催日：平成27年10月30日～11月1
日
　・会　場：県営新城総合公園（公園内
にSS区間や観戦エリアを設置）
　・来場者：51,000人

田原市
はしってみ輪渥美
半島「サイクリン
グマップ」の活用

○　渥美半島内のお勧めコースを紹介するサイ
クリングマップを作成し、利用者に配布。利用者
に好評で、短期間で配布終了となり、サイクリン
グを利用した観光ツールとして効果が期待でき
る。

2013はしってみ輪渥美半島サイクリング
マップ5,000部を配布。

2014はしってみ輪渥美半島サイクリング
マップ7,000部を配布。

2015はしってみ輪渥美半島サイクリング
マップ9,000部を配布。

県

観光スマートフォ
ンアプリ「ほの国
東三河　AR王国」
の運用開始

○　観光スポットや観光コースの案内を行う「ほ
の国東三河観光案内」の他、「花男子」とのコラ
ボコンテンツ「ＡＲ花男子」、ご当地キャラクター
が飛び出す「ほの国テーマパーク」など東三河
の様々な観光地で楽しめる機能を付加し東三河
への継続した来訪や周遊を促進。

・ダウンロード数：10,403件（平成25年6
月6日～平成26年3月31日）

・ダウンロード数：5,544件（平成25年4月
1日～平成26年3月31日）

・ダウンロード数：1,046件（平成25年4月
1日～平成26年12月31日）

取組の名称 取組概要

(2) 広域観光エリアとしての周遊性の強化

県
スポーツ関連事
業

取組内容・成果
実施主体
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平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

愛知県東
三河広域
観光協議
会

「ほの国」の普及
定着の推進

○　観光展・物産展に出展し、プロモーションに
努めた。東三河が一体となり、地域内外の観光
展・物産展に出展し、誘致誘客を促進した。

■「中部いいもの博覧会in豊川観光展」
・開催期間：平成25年5月4日(土)、5日
(日)
・来場者：30,000人
その他、「ほの国の観光と物産展」 始め
５つの観光展・物産展に出展

観光展・物産展に出展し、プロモーショ
ンを実施。東三河が一体となり、地域内
外の観光展・物産展に出展し、「ほの
国」の普及定着を推進。「ほの国東三河
いいもの・うまいものフェア」ほか１２の
観光展・物産展に出展

観光展・物産展に出展し、プロモーショ
ンを実施。東三河が一体となり、地域内
外の観光展・物産展に出展し、「ほの
国」の普及定着を推進。東京ビッグサイ
トでの世界有数の観光イベント「ツーリ
ズムＥＸＰＯ」に出展、そのほか９つの観
光展・物産展に出展

■「愛知のふるさと食品コンテスト」
・開 催 日：平成25年8月9日(金）
・場　　所：県食品工業技術センター（名
古屋市西区）
・出 品 数：56食品
・最優秀賞：豊橋うずら　うずらたま５くん
（豊橋養鶉農業協同組合）

■「愛知のふるさと食品コンテスト」
・開 催 日：平成26年8月7日(木）
・場　　所：県食品工業技術センター（名
古屋市西区）
・出 品 数：65商品
・最優秀賞：豊橋うずら  うずらたま５く
ん！！みそ味（（資）野田味噌商店）

■「愛知のふるさと食品コンテスト」
・開 催 日：平成27年8月6日(木）
・場　　所：愛知県産業技術研究所 食品
工業技術センター
・出 品 数：61食品
・最優秀賞：柿あん  ㈱石巻柿工房（地
域資源である次郎柿を使用したセミドラ
イ柿）

■地産地消・農商工連携ビジネスフェア
・開 催 日：平成26年2月3日（月）
・場　　所：アイリス愛知（名古屋市中区）
・出展者数：82企業・団体（内東三河14
企業・団体）
・参加者数：717名

― ―

県
６次産業化支援
事業

―

■6次産業化・地産地消ビジネスフェア
・開 催 日：平成27年2月2日(月）
・場　　所：アイリス愛知（名古屋市中区）
・出展者数：72 企業・団体（内東三河12
企業・団体）
・参加者数：506名

■6次産業化・地産地消ビジネスフェア
・開 催 日：平成28年2月2日(火）
・場　　所：アイリス愛知（名古屋市中区）
・出展者数：  64企業・団体
・参加者数：513名

県
食と緑あいちブラ
ンド創出事業

○　都市農村交流に取り組む「茶臼の里組合」
や豊橋茶の振興を目指すお茶の生産者に対し、
有識者らが、地域資源を組み合わせて提案する
ことや生産者の人柄も含めた情報を積極的に発
信していくことの重要性についてアドバイスを
行った。

アドバイスを受けた取組主体が、それぞ
れ工夫を凝らして取組のアピールや販
売促進活動等を行った結果、大手新聞
社にイベントの様子や取組の内容が紹
介され、ＰＲにつながった。

― ―

実施主体 取組の名称 取組概要
取組内容・成果

○　「愛知のふるさと食品コンテスト」の開催によ
り県産農林水産物を利用した加工食品の新たな
需要を掘り起こし、「地産地消・農商工連携ビジ
ネスフェア」の開催により県産農林水産物を利用
した商品の販路開拓を支援し、県産農林水産物
の需要拡大を図ることができた。

(3) 地域ブランドを構築し、広域観光エリアとしての一体感を醸成

県
地産地消推進事
業
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２　広域観光エリアとしての魅力の発信　

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

豊橋市
産業プロモーショ
ン推進事業

○　首都圏等において観光情報の発信や特産
品等の販売を実施

観光資源のPRや特産品の販売により
本市の認知度向上につながった。
実施回数：のべ37回

観光資源のPRや特産品の販売により
本市の認知度向上につながった。
実施回数：のべ40回

観光資源のPRや特産品の販売により
本市の認知度向上につながった。
実施回数：のべ25回

田原市
観光ＰＲグループ
結成

○　平成25年田原市観光ＰＲグループ「La花ノた
み」を結成。市内・東三河管内のイベントへの出
演に加え、国内の様々なイベント、SNS等で田原
市のＰＲを実施。

とくに若い世代への地域情報の発信力
強化や知名度向上に繋がっている。
イベント出演回数：17回

とくに若い世代への地域情報の発信力
強化や知名度向上に繋がっている。
イベント出演回数：43回

とくに若い世代への地域情報の発信力
強化や知名度向上に繋がっている。
イベント出演回数：51回

○「きてみん！奥三河～Heart　to　Heart！～」
を開催

茶臼山高原で開催し、奥三河の伝統文
化等、芸術資源の認知度を上げるととも
に、都市と山村との交流人口の拡大を
図ることができた。
・開催期間：平成25年9月14日(土)、15
日（日）
・来場者数：約4,000人

　　東山植物園で開催し、奥三河の観光
PR、奥三河物産展、花祭りの実演・交
流会を開催。
・開催期間：平成26年11月29日(土)、30
日（日）
・来場者数：約30,000人

「三河山間地域誘客促進事業」の一環
として、「きてみん！奥三河モニターツ
アー及びシャトルバス」を実施。名古屋
発着で5月30日（土）東栄町の日本
チェーンソーアート競技大会in東栄と5
月31日（日）の新城市でのダモンデトレ
イル会場を回った。
また、5月31日に豊橋発着のシャトルバ
スを運行した。

○「三河の山里ハーカツ隊」企画・運営業務

県内各地及び浜松市で、「三河の山里
ハーカツ隊」が奥三河地域への誘客及
び奥三河特産品の紹介をするＰＲ活動
を実施し、ＰＲ事業の特典を利用した周
遊効果を上げることができた。

― ―

県
三河の山里観光・
特産品の都市部
でのＰＲ促進事業

○　三河山間地域の特産品の提供や観光資源
のＰＲ等を行うアンテナショップ「どだくさん」を名
古屋市内に設置し、特産品のブランディングや
販路拡大及び観光ＰＲを行った。

・開設期間：平成25年9月2日（月）～平
成26年3月14日（金）
都市部と三河山間地域との交流が促進
された。

県
三河山間地域誘
客促進事業

○テレビ・ラジオ番組、ＷＥＢ、駅広告、雑誌など
様々なメディアを通じ、三河山間地域の認知・好
感度を上げるとともに、モニターバスツアーの実
施など当該地域への移動手段を確保することに
より、三河山間地域への訪問客数の増加を図
る。

― ―

バスツアーの助成を行ったため、入込
客数が増え、当該地域の市町村からは
好評であった。
三河山間地域行きのバスツアー実績：
運行台数延べ198台、参加人数延べ
7,074人。既存公共交通網（バス路線・
飯田線）を補完する観光ルートバスの運
行実績:運行台数延べ100台、乗車人数
延べ1,480人。民間バス借上げツアーに
対する間接助成実績：運行台数延べ
128台、参加人数延べ3,627人。
※年間の地域全体への入込客数はま
だ発表されていない。

豊川市
首都圏プロモー
ション活用事業

○　首都圏等において観光情報の発信や特産
品等のＰＲ、販売（一部）を実施

― ―
事業数　５事業
延べ日数　１３日

県
三河の山里PR促
進事業

(1) 地域一体となったプロモーションの展開

実施主体 取組の名称 取組概要
取組内容・成果

H26以降は愛知県全体のアンテナショップ「ピピッとあいち」(中日ビル・ネットショッ
プ）で展開。
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平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

愛知県東
三河広域
観光協議
会

公式ホームペー
ジの改修

○　より活用し易く改修し、一層の情報発信強化
と充実を図った。

・アクセス件数： - 件(不明）
・アクセス件数：44,000 件（平成26年4月
～平成27年3月）

・アクセス件数：161,00件（平成27年4月
～平成28年3月）

県
穂っとネット東三
河の活用

○　東三河の観光情報をウェブページ及びフェ
イスブックを活用しＰＲ。

・アクセス件数：1,055,595件（平成24年4
月1日～平成26年5月31日）

ウェブページ及びフェイスブックを活用し
て、東三河の観光情報をＰＲ。
・アクセス件数506,171件（平成26年4月
1日～平成27年3月31日

・アクセス件数：886,415件（平成27年4
月1日～平成28年3月31日）

県

観光スマートフォ
ンアプリ「ほの国
東三河　AR王国」
の運用開始【再
掲】

○　観光スポットや観光コースの案内を行う「ほ
の国東三河観光案内」の他、「花男子」とのコラ
ボコンテンツ「ＡＲ花男子」、ご当地キャラクター
が飛び出す「ほの国テーマパーク」など東三河
の様々な観光地で楽しめる機能を付加し東三河
への継続した来訪や周遊を促進。

・ダウンロード数：10,403件（平成25年6
月6日～平成26年3月31日）

・ダウンロード数：5,544件（平成25年4月
1日～平成26年3月31日）

・ダウンロード数：1,046件（平成25年4月
1日～平成26年12月31日）

県
花祭ガイドサイト
の運用開始

○　国の重要無形民俗文化財に指定されている
「花祭」の流れや舞いの種類などを解説するサ
イトを作成。また、花祭会場に、本サイトのＱＲ
コードを掲載した花祭パンフレットやポスターの
掲示をすることにより、観光客がスマートフォン
やタブレット等で、その場で簡単にアクセスする
ことが可能となった。

今どのような舞いが行われているか等
瞬時にわかるなど、観光客の利便性が
向上した。
・アクセス件数：7,239件（平成25年4月
～平成26年3月）

・アクセス件数：10,681件（平成26年4月
～平成27年3月）

・アクセス件数：19,339件（平成27年4月
～平成28年3月）

愛知県東
三河広域
観光協議
会

ロケ誘致支援事
業

「ほの国東三河ロケ応援団」は、東三河地域の
豊かな自然や歴史・文化等の魅力あるロケ地の
提供と、恵まれた立地特性を生かしロケ誘致を
実施している。

ＴＶドラマ「みんな！エスパーだよ！」や
「ＬＥＡＤＥＲＳリーダーズ」等により、東
三河地域の宣伝効果の向上や来訪者
の増加をもたらした。

「ほの国東三河ロケ応援団」は、東三河
地域の豊かな自然や歴史・文化等、恵
まれた立地特性を活かし、ＴＶドラマや
映画のロケを誘致。ＴＶドラマ「ルーズ
ヴェルト・ゲーム」等により、東三河地域
の地域振興や全国への情報発信など
に効果を発揮。

豊川市出身の映画監督 園子温監督
が、映画「みんな！エスパーだよ！」の
舞台として豊橋市を設定。各地でロケが
実施され、大きな話題となる。

田原市
観光プロモーショ
ン映像作成

○　平成26年3月観光プロモーション映像「スマ
イルTAHARA」を作成。本年4月から三河田原駅
での放映のほか、市ホームページ、動画投稿サ
イトへアップしＰＲを図っている。

・アクセス件数：371件
・アクセス件数：1081件（平成26年4月～
平成27年3月）

・アクセス件数：493件（平成27年4月～
平成28年3月）

豊川市
とよかわ観光アプ
リの運用

○観光スポットの紹介や周遊案内、店舗情報の
紹介のほか、スタンプラリー、ご当地キャラとの
写真撮影などの多機能により誘客や周遊を促
す。

・ダウンロード数　459件（平成28年3月）

実施主体 取組の名称 取組概要
取組内容・成果

(2) 多様な情報発信媒体の活用促進
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平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

Ｂ－１グラ
ンプリin豊
川実行委
員会

「第８回Ｂ－１グラ
ンプリin豊川」の
開催

・大会名称：第8回ご当地グルメでまちおこしの
祭典！Ｂ‐１グランプリin豊川
・開催日：H25.11.9（土）～H25.11.10（日）・会場：
愛知県豊川市豊川稲荷周辺・豊川市野球場周
辺
・出展団体：ご当地グルメでまちおこし団体連絡
協議会  本部加盟６４団体（平成２５年１１月現
在）
・主催：一般社団法人 ご当地グルメでまちおこし
団体連絡協議会
          Ｂ-１グランプリin豊川実行委員会

○来場者数：581,000人（11月9日／
323,000人、11月10日／258,000人）
○経済波及効果：35億3277万円と推計
（うち東三河地区への経済波及効果は
20億9542万円（参考数値）と推計）

― ―

げんき商店街推
進事業　Ｂ－１関
連(1)商店街等
が、地域住民・団
体等と連携して実
施するまちなか活
性化事業

Ｂ-１グランプリin豊川の開催地である中心市街
地で、Ｂ-１グランプリを契機にさらなる賑わいを
呼び込むため、さまざまな事業を実施。

商店街の活性化が図られた。 ― ―

げんき商店街推
進事業　Ｂ－１関
連(2)アーケード改
修事業及びアー
ケードを活用した
イベント

Ｂ-１グランプリin豊川開催に向け、老朽化した
アーケードを魅力ある空間に再整備し、おもてな
しの体制を整えた。

アーケード改修後は、商店街活性化事
業を通じて、地元密着型の商店街であ
ることを広くＰＲするとともに、商店街の
来街者の増加が図られた。

― ―

げんき商店街推
進事業　Ｂ－１関
連(3)Ｂ－１グラン
プリの知名度を活
かして賑わいの創
出を図る商店街イ
ベント

賑わいあふれる商店街を創るため、９つの事業
を実施。

それぞれの事業を「Ｂ-１グランプリin豊
川」の大イベントを集客の絶好の機会と
捉え、商店街等の更なる飛躍への足が
かりとした。

― ―

テレビ局主催イベントでの観光物産展開催。県
内グルメを集めたイベントの開催。「ほの国」東
三河をＰＲする観光展を併催した。

Ｂ－１グランプリの関連イベントを東三
河8市町村合同で実施し、連携して東三
河の魅力を全国に発信することができ
た。

― ―

(1)　静岡県の「とびっきり！あさひテレビ祭り
2013」にて東三河への誘致誘客活動を実施。特
に「Ｂ－１グランプリin豊川」のＰＲと前売り券の
販売。

開催時期：H25.9.28（土）、29（日）来場者
数：101,000人

― ―

 (2)　ラグーナ蒲郡におけるグルメイベント「あい
ちを食べにおいでん祭」にて東三河と愛知県の
地域グルメを中心に、「Ｂ－１グランプリin豊川」
のＰＲと前売り券の販売。

開催時期：H25.10.5（土）、６（日）来場者
数：20,000人

― ―

 (3)　自衛隊豊川駐屯地にて「東三河にまたおい
でん祭」の併催。

来場者数：48,000人 ― ―

豊川市

魅力発信とよかわ
事業〔緊急雇用創
出事業基金事業〕
Ｂ－１関連

豊川市の魅力をＰＲするキャラバンを実施。「Ｂ-
１グランプリin豊川」開催時の併催イベントを実
施。

○隊員数：約９人
○効果：全１２回のＰＲキャラバン及び
併催イベントを実施し、豊川市の魅力を
効果的に発信することができた。
○主な活動内容：県内外各地のイベント
や商業施設において、全１２回にわたり
パンフレットの配布やご当地キャラを
使って、豊川市の魅力を効果的に発信
した。

― ―

豊川市観
光協会

とよかわまちおこ
しフェスタ
いなりんピック開
催

ご当地キャラ大運動会、豊川いなり寿司食べ比
べ選手権、地産地消豊川いなり寿司コンテストを
同時開催し、市内外より誘客を促し、とよかわ観
光のＰＲ及び地域活性化を図る。

―

平成２７年３月１４日（土）午前10時～午
後4時
豊川市総合体育館及び体育館前広場
参加ご当地キャラ　６４キャラ
来場者数約２万３千人

平成２８年３月１２日（土）午前10時～午
後4時
豊川市総合体育館及び体育館前広場
参加ご当地キャラ　７３キャラ
来場者数約２万８千人

県（観光コ
ンベンショ
ン課 ｲﾍﾞﾝ
ﾄｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ
G）

　愛知ご当地グル
メ観光ＰＲ事業
〔緊急雇用創出事
業基金事業〕　Ｂ
－１関連

Ｂ－１グランプリの併催イベントとして、県内市町
村のゆるキャラ、ご当地アイドル等によるステー
ジイベントと観光資源のＰＲや地元特産品の即
売等を行う観光・物産紹介ブースで構成する「魅
力発信！あいちフェア」を開催するとともに、県
内のご当地グルメを紹介した「あいちグルメガイ
ド」を作成し、会場内で配布した。

相当数の来場者に本県のご当地グルメ
及び観光資源をアピールし、回遊を促
すことができた。
ステージイベント出演者数：18
団体ブース出展者数：32
団体来場者数：2日間　約48,000人

― ―

蒲郡商工
会議所

 「全国ご当地うど
んサミット」

平成26年はラグーナテンボスで、平成27年は竹
島埠頭でと2年連続で 「全国ご当地うどんサミッ
ト」を蒲郡にて開催。
全国ご当地うどんサミット2013in 東近江、全国ま
るごとうどんエキスポ2014in 秋田・湯沢にて1 位
を獲得した蒲郡の「ガマゴリうどん」出品。

―
・参加団体：24 店舗
・来場者数：約20,000 人

初の2日間開催
・参加団体：    28店舗
・来場者数：約  41,000 人

新城市、
愛知県東
三河広域
観光協議
会

東三河（新城）
FUN！FUN！サイ
クリングの開催

― ―

実施主体 取組の名称

（３）イベント・コンベンションの誘致促進

取組概要
取組内容・成果

愛知県東
三河広域
観光協議
会

東三河広域観光
Ｂ－１グランプリ
支援事業　Ｂ－１
関連
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平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

愛知県東
三河広域
観光協議
会

三遠南信・伊勢志
摩広域観光交流
連携協議会の活
動推進

東京赤坂の「豊川稲荷東京」でのインバウンド商
談会開催などによる、４圏域への観光客誘致と
プロモーションの実施。

開催日：７月１６日・１７日
参加者数： １７日３９人・  ３６ 人

開催日：６月２５日
参加者数： ５２ 人

開催日：６月２５日
参加者数： ４９ 人

豊橋商工
会議所

伊勢・愛知県豊橋
大交流祭「ええ
じゃないか豊橋行
脚隊」

伊勢地域との交流事業として、伊勢神宮「外宮
奉納市」を始め伊勢各地において豊橋をPRし交
流を図った。

開催日：H25.6.8(土)、9(日)
来場者数：13,000人

― ―

蒲郡市
岡崎・蒲郡インバ
ウンド推進協議会
事業

東アジア圏でも知名度の高い徳川家康公ゆかり
の岡崎市と、アミューズメント施設や体験施設及
び温泉を含めた宿泊施設が多数存在する蒲郡
市が相互補完し、連携して観光情報を発信する
ことによりゴールデンルートの新展開を目指す

中国本土の旅行業者向けに発行する情
報誌に両市の観光情報及び春節イベン
ト紹介を掲載。あわせて春節イベント告
知チラシを作成し、中国本土の旅行業
者を通じ、現地旅行者に情報発信を
行った。春節時期の1/31～2/4の期間
にゴールデンルートのコースにおいて両
地域に約1,200名の立ち寄りがなされ、
宿泊については、約600名であった。ま
た、繁体字・簡体字向けDVDとパンフ
レットを作成し、両氏の観光協会や観光
施設に配布し、PRツールとして活用でき
るようになった。

観光庁が主催するビジットジャパントラ
ベルマート2014にて観光宣伝を実施し、
旅行会社55社に両市の観光情報を発
信した。
台湾ブロガーを招請し、Facebookやブロ
グにおいて多くの露出がなされた。
FIT向けのフリーペーパー８P掲載し、国
内3万、海外3万部を配布するとともに、
フリーペーパーの８Pをパンフレットとし
て5,000部作成し、商談会や観光案内所
で配布した。
英語・韓国語を1枚にしたDVDを作成し
観光協会や観光施設に配布した。

観光庁が主催するビジットジャパントラ
ベルマート2014にて観光宣伝を実施し、
旅行会社33社に両市の観光情報を発
信した。
台湾・タイの旅行会社、ブロガーを招請
し、台湾においては旅行商品としての露
出が図られ、タイにおいては、旅行会社
やブロガーのFBにて多くの露出があっ
た。
フリーペーパー２Pに掲載し、国内3万、
海外3万部を配布するとともに、フリー
ペーパーの情報とともにマップをつけた
４Pパンフを10,000部作成し、旅行博覧
会や観光案内所で配布した

西尾市観
光協会

三河湾国定公園
指定５５周年記念
「ＧＯ ＧＯ！三河
湾」

“バス・船で巡る三河湾一周の旅（日帰り）春の
花畑コース～伊良湖岬巡り～”を始め４つのツ
アーを実施。
　・事業協力：西尾市・蒲郡市・田原市・南知多町

―
実施期間：平成26年8月29日～ 平成27
年3月24日
来場者数：1,990人

実施期間：平成27年10月18日～ 平成
28年11月8日
来場者数：730人

蒲郡市
みかわde
オンパク
実行委員
会

オンパク事業

三河地方の祭りや郷土料理、自然などを体験す
るイベント。平成24年度までは「オンパクin蒲郡」
として開催していたイベントが、平成25年度から
は開催地域を三河全域に広げ、広域的な事業と
して展開。

開催期間：H25.10.5（土）～11.10（日）
参加者数：7,509人

・開催期間：H26.10.1(水)～11.9(日)
・参加者数：8,557 人
プログラム主催者として「GOGO 三河湾
協議会」も加わり、エリアが拡大。

・開催期間：H27.10.3～12.27
・参加者数：7,376人
・95の体験プログラム

県・田原市
鳥羽伊良湖航路
活性化協議会負
担金

鳥羽伊良湖航路活性化総合連携計画に基づく
利用促進事業等を実施。

鳥羽伊良湖航路の利用者数：513,998
人。目標である総旅客人員年間35万人
を達成した。

鳥羽伊良湖航路の利用者数：387,213
人。目標である総旅客人員年間35万人
を達成した。

鳥羽伊良湖航路の利用者数：379,210
人。目標である総旅客人員年間35万人
を達成した。

豊根村
「三遠南信 食の
祭典in茶臼山」の
開催

三遠南信地域で活躍する自治体が集結し「食」
をテーマにしたイベントを開催することで、中山
間地域の高速道路整備に対応した観光・文化情
報を発信し、地域連携の強化や新しいライフスタ
イルの提案を推進する。

― ―
・参加団体：32団体
・来場者数：約12,000人

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

県・愛知県
東三河広
域観光協
議会

国際観光推進事
業、東アジア観光
客誘致促進事業
インバウンド誘致
事業

＜県・愛知県東三河広域観光協議会＞

外国人宿泊者数：H24　79,244人→H25
111,564人（↑32,320人増加）
アジア地域の外国人宿泊者数：H24
73,226人→H25　88,474人（↑15,248人
増加）
（※上記調査対象自治体：豊橋市、蒲郡
市、田原市、新城市、豊根村）

○　外国人宿泊者数：平成25年111,564
人→平成26年165,557人（↑53,993人増
加）
　アジア地域の外国人宿泊者数：H25年
88,474人→平成26年153,877人（↑
65,403人増加）
（※上記調査対象自治体：豊橋市、蒲郡
市、田原市、新城市、豊根村）

○　外国人宿泊者数：平成26年165,557
人→平成27年284,893人（↑119,336人
増加）
　アジア地域の外国人宿泊者数：平成
26年153,877人→平成27年266,182人
（↑112,305人増加）
（※上記調査対象自治体：豊橋市、蒲郡
市、田原市、新城市、豊根村）

取組内容・成果

実施主体 取組の名称 取組概要
取組内容・成果

実施主体 取組の名称 取組概要

（４）圏域を超えた広域連携の推進

（５）海外からの誘客強化
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３　広域観光を推進する人・環境・基盤づくり

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

豊川市
観光人材育成事
業

Ｂ-１グランプリin豊川におけるボランティアの育
成

延べ4,928人のボランティア・スタッフが
活動した。また、Ｂ-１グランプリ開催に
合わせて、ボランティアリーダーを育成
し、当日はボランティアの中心となって
活動した。

― ―

新城市

　観光ガイドマ
ニュアル及び観光
データ作成事業
〔緊急雇用創出事
業基金事業〕

本地域の代表的な観光資源を取り纏めた観光
ガイドマニュアルと観光データベースを使用し、
観光ボランティアガイド育成に向けた養成講座
等を実施。

本地域の代表的な観光資源を取り纏め
た観光ガイドマニュアルと観光データ
ベースを使用し、観光ボランティアガイド
育成に向けた養成講座等を実施。

ボランティアガイド育成と組織化につい
ての検討を実施。

観光ガイドマニュアルを活用したボラン
ティアガイド養成講座を2月に開催（受講
者13名）

田原市
観光ボランティア
ガイド育成事業

観光ボランティアガイドセミナー（受講者28人）を
開催。

ボランティアガイドの会の設立及び育成
のための研修を実施。
受講者13名により平成26年4月観光ボ
ランティアガイド組織「渥美半島観光ボ
ランティアガイドの会」を設立。
今後、ボランティアガイドを活用したツ
アー造成などに期待できる。

ボランティアガイド育成のための研修を
実施。
ボランティアガイド実績　日数６日、案内
人数１２８人

ボランティアガイド実績　日数４７日、案
内人数１，２４５人

県
観光まちづくり推
進事業

実際に「観光まちづくり」に取り組まれている県
民を対象とし、県内他地域のゼミ生との交流機
会を提供。

県内各地の「観光まちづくり」の底上げ
が図られた。
○参加者数：５５人

― ―

奥三河地
域雇用創
造協議会

実践型雇用創造
事業

　「観光」「農商工連携」を重点分野として、「おと
なが楽しむ手軽な田舎」をコンセプトに、奥三河
地域における雇用創造事業を実施（平成26～28
年度）。

―

　奥三河高原「グリーン・ツーリズム」セ
ミナーや、奥三河高原「ソールフード」セ
ミナー等を実施し、地域情報の収集・編
集力、地域資源を活用したプログラム開
発・企画力等を持つ人材を育成。

―

豊川市
観光まちづくりボ
ランティア講座

おもてなしの心を活かして、観光による「まちおこ
し」や「まちづくり」に協力していただく人材の育
成を目的として実施。

―

年５回、延べ115名が受講。市内観光地
の視察や、グループワーク、ボランティ
ア実習等を通じ、地域の観光資源を改
めて知ることができ、観光まちづくりボラ
ンティア活動に対する意欲の向上を促
進。

年５回、延べ118名が受講。市内観光地
の視察や、グループワーク、ボランティ
ア実習等を通じ、地域の観光資源を改
めて知ることができ、観光まちづくりボラ
ンティア活動に対する意欲の向上を促
進。

平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

県
違反屋外広告物
の適正化事業

屋外広告物の適正化について、県及び東三河
の５市の間で意見交換会を開催するとともに、違
反屋外広告物に関する予備調査及び適正化に
取り組む重点地区の検討を行った。

予備調査を実施した市においては、屋
外広告物について大まかではあるが実
態が把握できた。あわせて意見交換会
や各市において重点地区の検討を進め
る中で、県及び市の担当者の屋外広告
物に対する意識の向上が図られた。

屋外広告物の適正化について、県及び
東三河の８市町村の間で年間５回にわ
たり会議を開催し、情報共有や適正化
の取組みについて検討。
その結果、重点的に取り組む内容として
「はり紙や広告旗などの簡易除却」及び
「屋外広告物を設置するときの基本的な
ルールに関する普及啓発活動」を推進
することとなり、８市町村で簡易除却を
行うとともに、田原市において普及啓発
活動を実施。

屋外広告物の適正化について、県及び
東三河８市町村の間で２回会議を開催
し、情報共有や適正化の取組みについ
て検討。
その会議の中で、簡易除却及び普及啓
発を重点的に取組むこととなった。
７市町村で簡易除却を行うとともに、５
市町で普及啓発活動を行った。

実施主体 取組の名称 取組概要
取組内容・成果

実施主体 取組の名称 取組概要
取組内容・成果

（１）観光を支える人材の育成

（２）美しい景観づくりの推進
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平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

新城市
道の駅「もっくる新
城」整備事業

新東名の新城ＩＣ（仮称）出入り口交差点横に、
「奥三河観光ハブステーション」を基本コンセプト
とした道の駅「もっくる新城」を建設。

―

平成27年３月21日、新東名の新城ＩＣ
（仮称）出入り口交差点横に、「奥三河
観光ハブステーション」を基本コンセプト
とした道の駅「もっくる新城」がオープ
ン。

来館者数： 1,393,710人（H27.4.1～
H28.3.31現在）

田原市
田原駅周辺整備
事業

H25.10　三河田原駅舎（豊橋鉄道㈱）・田原市交
流ひろば、駅前広場（一部）、都市計画道路田原
駅前通り線（萱町交差点・一本橋間L=330ｍ）供
用開始。駅前広場残部分：早期共用に向けて整
備中

10月供用開始 ― ―

県・田原市
伊良湖港周辺整
備事業

平成26年4月伊良湖港緑地を供用開始。
平成26年度緑地（便益施設）、臨港道路
植栽を予定。

― ―

設楽町
道の駅清嶺（仮
称）の整備

歴史民俗資料館（仮称）と併設する形で平成３０
年度末の完成をめざす。

― 基本構想策定、敷地造成 基本設計（～H28.7）

豊根村 道の駅整備事業
地域住民からも愛される新たな観光交流拠点を
整備コンセプトに現在の道の駅「豊根グリーン
ポート宮嶋」の建て替えを行った。

―

地域住民からも愛される新たな観光交
流拠点を整備コンセプトに「豊根グリー
ンポート宮嶋」の建て替えを実施。平成
27年４月18日にリニューアルオープン。

来館者数：約157,000 人（H27.4.18～
H28.3.31現在）

蒲郡市
観光交流センター
「ナビテラス」管理
運営事業

JR蒲郡駅改札口を出て正面のところにある、観
光交流立市の拠点施設、観光交流センター「ナ
ビテラス」において、観光客への観光案内業務
や観光情報の提供をする。また、展示スペース
もあり、市民と観光客の交流の場として活用をす
るための管理業務を行っている。

以前の観光案内施設に比べ、利用者が
約５倍に増えた。さまざまな催事を実施
し、多くの人が訪れた。また、市民の会
議室利用や、駅利用者の待合など、観
光客以外にも使用され、観光客と市民
双方が集まる場所となっている。
来館者数：45,095人（オープンH25.3.17
～1年間）

来館者数：  48,444 人（H26.4.1～
H27.3.31現在）

来館者数：  40,450 人（H27.4.1～
H28.3.31現在）

県 道路整備事業 東三河縦貫道路、北設井桁幹線道 ―

・平成26年9月12日、北設井桁幹線道の
一つである、一般国道420号（豊邦拡
幅）L=3.8kmのうち、一部区間L=0.3kmを
供用。
・平成27年3月17日、東三河縦貫軸の一
つである、主要地方道長篠東栄線（海
老バイパス）Ｌ＝2.0ｋｍのうち、一部区
間Ｌ＝0.4ｋｍを供用。

　平成27年6月6日、北設井桁幹線軸の
一つである、一般国道473号設楽バイパ
ス(L=約3.1km)が開通。現在事業中の三
遠南信自動車道へのアクセス性の向上
に期待。

新城市
観光二次交通検
討事業

１０月にモデル事業として湯谷温泉を起点とした
「秋の鳳来峡を巡る自転車散歩」を企画。（当日
天候不良にて中止）

近隣自治体から三重県、兵庫県まで２３
名の参加申し込みがあった。湯谷温泉
駅を中心としたレンタサイクルの実用化
に向けて、今後とも検討を図る。

―

湯谷温泉駅内観光案内所でレンタサイ
クル事業を実施
「秋の鳳来峡を巡る自転車散歩」を11月
26日に開催。

県・田原市
鳥羽伊良湖航路
活性化協議会負
担金　（再掲）

鳥羽伊良湖航路活性化総合連携計画に基づく
利用促進事業等を実施。

鳥羽伊良湖航路の利用者数：513,998
人。目標である総旅客人員年間35万人
を達成した。

鳥羽伊良湖航路の利用者数：387,213
人。目標である総旅客人員年間35万人
を達成した。

鳥羽伊良湖航路の利用者数：379,210
人。目標である総旅客人員年間35万人
を達成した。

豊川市
Toyokawa City
Wi-Fiの整備事業

市内７箇所に誰でも無料で利用できる公衆無線
LANを整備し、観光振興及び地域活性化を図
る。また、ＮＴＴ西日本と包括協定を結び、
Toyokawa City Wi-Fiの提供エリアの拡大を図る
ことで、更なる観光誘客を促す。

― ― ・アクセス数 765件　（平成２８年３月）

実施主体 取組の名称 取組概要
取組内容・成果

（３）広域観光を支える観光基盤・施設の整備推進

三遠南信自動車道、名豊道路の未開通
区間の早期整備や、浜松三ヶ日・豊橋
道路の早期実現等を地域が一体となっ
て国に働きかけるなど、広域的な幹線
道路網の整備を促す取組を推進。

三遠南信自動車道
H27.6.23　国土交通省、財務省要望
H27.6.24　中部地方整備局要望
H27.11.17　国土交通省要望
H27.12.11　中部地方整備局要望

浜松三ヶ日・豊橋道路
H27.7.2　中部地方整備局要望
H27.7.15　国土交通省、財務省要望

名豊道路
・名豊道路建設推進協議会
H27.7.2　中部地方整備局要望
H27.7.30　国土交通省、財務省要望
・国道２３号蒲郡バイパス建設促進協議
会
・H27.7.13　中部地方整備局要望

県・市町
村・経済団
体

国への働きかけ
新東名高速道路、三遠南信自動車道、名豊道
路、浜松三ヶ日・豊橋道路

三遠南信自動車道、名豊道路の未開通
区間の早期整備や、浜松三ヶ日・豊橋
道路の早期実現等を地域が一体となっ
て国に働きかけるなど、広域的な幹線
道路網の整備を促す取組を推進。

三遠南信自動車道
H25.6.12　国土交通省要望
H25.6.20　中部地方整備局要望
H25.12.12　国土交通省要望
H25.12.17　中部地方整備局要望

浜松三ヶ日・豊橋道路
H25.7.11　中部地方整備局要望
H25.7.31  浜松三ヶ日・豊橋道路促進期
成同盟会が初の国土交通省本省要望。
H25.11.14　国土交通省要望

名豊道路
・名豊道路建設推進協議会
H25.7.11　中部地方整備局要望
H25.7.31　国土交通省要望
・国道２３号蒲郡バイパス建設促進協議
会
・H25.8.7　中部地方整備局要望

三遠南信自動車道、名豊道路の未開通
区間の早期整備や、浜松三ヶ日・豊橋
道路の早期実現等を地域が一体となっ
て国に働きかけるなど、広域的な幹線
道路網の整備を促す取組を推進。

三遠南信自動車道
H26.6.23　国土交通省、財務省要望
H26.6.24　中部地方整備局要望
H26.11.17　国土交通省、財務省要望
H26.12.15　中部地方整備局要望

浜松三ヶ日・豊橋道路
H26.8.11　中部地方整備局要望
H26.8.27  浜松三ヶ日・豊橋道路促進期
成同盟会が田原市の田原臨海企業懇
話会（会長＝山田俊郎愛知海運産業社
長）、豊橋市の三河湾明海地区産業基
地運営自治会（会長＝川西正克川西塗
装社長）とともに本省要望。（企業との連
携は初）
H26.11.12　国土交通省要望

名豊道路
・名豊道路建設推進協議会
H26.8.6　国土交通省要望
H26.8.11　中部地方整備局要望
H26.12.16　国土交通省要望（西三河の
ものづくりを支える名豊道路整備関する
要望）
・国道２３号蒲郡バイパス建設促進協議
会
・H25.8.7　中部地方整備局要望
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